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２
０
１
３
年
３
月
1
4
日
。
運
動
、
松
下
電
器
産
業
労
働

ネ
パ
ー
ル
の
ブ
ド
ワ
ー
ル
に
組
合
、
東
京
渋
谷
ラ
イ
オ
ン

ー
９
９
８
年
に
開
設
し
た
シ
ズ
ク
ラ
ブ
、
生
活
協
同
組
合

ッ
ダ
ル
タ
母
と
子
の
病
院
に
　
コ
ー
プ
こ
う
べ
な
ど
阪
神
地

新
た
に
増
設
し
た
周
産
期
病
域
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

棟
の
竣
工
祝
賀
式
に
出
席
し
毎
日
新
聞
読
者
の
方
々
の
募

た
。
今
回
の
増
設
は
外
務
省
金
と
に
よ
り
１
９
９
８
年
に

の
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
携
無
償
賀
設
立
に
至
る
。

金
協
力
の
補
助
金
を
Ａ
Ｍ
Ｄ
　
　
9
3
年
か
ら
ネ
パ
ー
ル
ブ
ー

Ａ
ク
ル
ー
プ
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
社
タ
ン
難
民
医
療
支
援
プ
ロ

会
開
発
機
構
が
受
け
竣
工
に
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
く

至
っ
た
。
9
8
年
の
開
院
以
来
、
れ
て
い
た
故
篠
原
明
医
師

首
都
の
カ
ト
マ
ン
ズ
以
外
で
が
、
こ
の
病
院
設
立
に
対
し

は
唯
一
の
母
と
子
の
専
門
病
て
亡
く
な
る
間
際
ま
で
尽

院
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
力
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
設

　
9
5
年
の
阪
神
大
震
災
被
災
計
は
安
藤
忠
雄
氏
が
ボ
ラ

者
に
対
す
る
日
本
留
学
中
の
ン
テ
ィ
ア
で
し
て
く
れ
た
。

ネ
パ
ー
ル
人
医
師
た
ち
の
貢
初
代
院
長
の
ラ
メ
シ
ュ
ワ
ル

献
に
感
謝
し
て
、
シ
ッ
ダ
ル
　
・
ポ
カ
レ
ル
医
師
（
Ａ
Ｍ
Ｄ

夕
母
と
子
の
病
院
組
織
委
員
Ａ
ネ
パ
ー
ル
支
部
創
設
者
）
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会
が
発
足
し
た
。
当
時
の
毎

日
新
聞
大
阪
本
社
社
会
部
・

朝
野
富
三
部
長
と
藤
原
健
阪

神
支
局
長
の
積
極
的
な
支

一
援
、
大
阪
ガ
ス
″
小
さ
な
灯
″

は
３
年
間
カ
ト
マ
ン
ズ
を
離

れ
悪
戦
苦
闘
し
て
く
れ
た
。

関
係
者
の
方
々
に
改
め
て
こ

の
紙
面
を
か
り
て
感
謝
し
た

い
。

母と子の病院の周産期病棟竣工式に参加して
　
病
院
建
設
後
も
毎
日
新
聞

各
社
会
事
業
団
は
じ
め
多
く

の
方
々
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
兵
庫
県
支
部

や
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
社
会
開
発
機
構

な
ど
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

協
力
の
も
と
に
、
ネ
パ
ー
ル

西
部
で
は
重
要
な
病
院
と
し

て
発
展
。
年
間
出
産
数
は
３

０
０
０
を
超
え
る
。

　
現
在
の
医
師
数
2
1
名
。
看

護
師
5
7
名
。
職
員
の
総
数
は

１
４
９
名
。
ベ
ッ
ド
数
は
Ｉ

ＡＭＤＡネパール支部のメンバーと筆者（中央）

５
４
床
で
あ
る
。
周
産
期
医

療
と
看
護
体
制
の
強
化
が
今

グ
ラ
デ
シ
ュ
友
好
病
院
（
内
て
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
多
国
籍
医
師
団

視
鏡
手
術
、
心
臓
外
科
や
脳

外
科
な
ど
の
高
度
医
療
）
と

２
０
１
４
年
秋
に
イ
ン
ド
の

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
に
開
設
予
定
で

強
化
す
る
。

　
ネ
パ
ー
ル
の
シ
ッ
ダ
ル
タ

母
と
子
の
病
院
は
ヒ
ン
ズ
ー

あ
る
日
本
－
イ
ン
ド
友
好
病
教
、
イ
ン
ド
の
日
本
－
イ
ン

院
（
小
児
心
臓
外
科
）
と
当
ド
友
好
病
院
は
仏
教
、
バ
ン

病
院
（
同
慶
期
医
療
）
の
相
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
日
本
－
バ
ン

互
協
力
体
制
で
あ
る
。
現
実
グ
ラ
デ
シ
ュ
友
好
病
院
は
イ

的
に
は
、
三
つ
の
病
院
間
の
ス
ラ
ム
教
を
背
景
に
し
て
い

医
療
情
報
－
技
術
－
人
的
交
る
。
各
国
と
も
に
三
つ
の
宗

流
の
推
進
で
あ
る
。
こ
の
３
教
の
信
者
の
居
住
が
モ
ザ
イ

者
間
協
力
の
支
援
と
し
て
Ａ
ク
状
を
な
し
て
い
て
、
少
数

Ｍ
Ｄ
Ａ
が
こ
れ
ま
で
に
各
国

の
医
科
大
学
と
締
結
し
て
い

る
包
括
協
定
が
生
き
て
く

る
。
各
国
の
医
科
大
学
の
臨

床
実
習
関
連
医
療
施
設
と
な

れ
ば
多
国
間
医
療
協
力
の
場

後
の
目
標
で
あ
る
。
現
在
で
と
も
な
る
。

は
、
高
頬
大
学
医
学
部
に
前
　
　
二
つ
は
南
ア
ジ
ア
や
西
ア

者
、
岡
山
県
立
大
学
に
後
者
ジ
ア
の
災
害
被
災
者
救
復
活

の
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
動
の
た
め
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン

る
。
ビ
ノ
ー
現
院
長
の
岡
山
夕
・
‐
‐
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
直
属
の
各

済
生
会
病
院
で
の
１
年
間
研
病
院
か
ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
多
国
籍

修
も
付
記
し
た
い
。
　
　
　
　
医
師
団
に
医
療
チ
ー
ム
を
派

　
祝
辞
と
し
て
二
つ
の
夢
を
悪
す
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ず

紹
介
し
た
。
一
つ
は
バ
ン
グ
れ
の
国
も
過
去
に
災
害
が
多

ラ
デ
シ
ュ
の
ダ
ッ
カ
に
9
4
年
発
し
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の

に
設
立
さ
れ
た
日
本
Ｌ
バ
ン
病
院
が
災
害
拠
点
病
院
と
し

派
に
対
す
る
社
会
的
差
別
が

存
在
す
る
。
三
つ
の
医
療
機

関
相
互
協
力
体
制
は
「
開
か

れ
た
相
互
扶
助
」
の
良
き
モ

デ
ル
で
あ
る
。
例
え
ば
、
日

本
Ｉ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
友
好

病
院
は
、
昨
年
1
0
月
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
南
東
部
ラ
ム
村

で
発
生
し
た
イ
ス
ラ
ム
教
徒

に
よ
る
仏
教
徒
の
寺
院
や
住

居
焼
き
打
ち
事
件
発
生
直
後

に
村
に
緊
急
救
援
チ
ー
ー
ム
を

派
遣
し
て
い
る
。
「
救
え
る

命
が
あ
れ
ば
ど
こ
ま
で
も
」
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
多
国
籍
医
師
団
の

深
化
で
あ
る
。

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
フ
代
表
）
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